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村のデキゴト
Village News

村
調
査
に
大
学
生
が
来
村

８
月
21
日
か
ら
２
泊
３
日

で
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学

研
究
科
社
会
学
部
の
学
生
ら

８
名
が
ゼ
ミ
学
習
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
苧
麻

倶
楽
部
主
催
）
昭
和
村
の

産
業
や
地
形
を
学
ん
だ
後
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、
個
々
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
役
場
や
村

民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

し
て
、
人
口
減
少
社
会
を
生

き
る
暮
ら
し
の
知
恵
に
つ
い

て
、
真
剣
に
学
ん
で
い
き
ま

し
た
。

ま
た
、
８
月
25
日
に
は
、

「
昭
和
村
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
題
し
、

明
治
大
学
鞍
田
研
の
学
生
ら

が
旧
喰
丸
小
学
校
に
て
昭
和

村
調
査
の
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。

昭
和
村
の
女
性
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
調
査
や
、
旧
喰

丸
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い

て
な
ど
の
調
査
報
告
を
発
表

し
、
参
加
者
は
学
生
な
ら
で

は
の
意
見
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

草
加
市
か
ら
体
験
学
習
で
小
学
生
が
来
村

姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
草
加

市
か
ら
、
3
校
の
小
学
校
が

来
村
し
、
昭
和
村
で
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

7
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で

は
、
花
栗
南
小
学
校
の
73
名

の
児
童
が
訪
れ
、
矢
ノ
原
湿

原
散
策
や
川
遊
び
を
楽
し
み
、

し
ら
か
ば
荘
に
宿
泊
し
ま
し

た
。８

月
３
日
か
ら
５
日
に
は
、

八
幡
小
学
校
の
1
2
8
名
、

８
月
８
日
か
ら
10
日
は
、
新

田
小
学
校
88
名
が
訪
れ
、
か

ら
む
し
織
り
体
験
や
、
カ
ス

ミ
草
の
染
色
体
験
、
野
外
で

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
星
空
観

察
な
ど
、
昭
和
村
の
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
夏
の
思
い
出

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

各地区で盆踊り開催
８月 14 日から 16 日に、盆踊りが開

催されました。
15 日の下中津川地区では、雨のため

下中津川体育館での開催となりました
が、多くの人が集まり、踊りの輪を広げ
ていました。

▲ 話を聞く大学生

▲ キャンプ場散策

▲ からむし織体験

 

◀
8
月
14
日

      

小
中
津
川
盆
踊
り

          （
氣
多
神
社
）

 
▶
8
月
15
日

      
下
中
津
川
盆
踊
り

（
下
中
津
川
体
育
館
）

 

◀
8
月
16
日

      

佐
倉
盆
踊
り

▼旧喰丸小学校での報告会の様子
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青
麻
大
権
現
（
あ
お
そ

だ
い
ご
ん
げ
ん
）

か
ら
む
し
、
つ
ま
り
、
青

麻
（
あ
お
そ
）
を
祀
っ
た
カ

ミ
が
近
世
・
江
戸
時
代
に
出

て
き
ま
す
。
宮
城
県
内
で
流

行
し
、
そ
れ
が
会
津
に
も
数

カ
所
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
脳
血
管
障
害
に
よ

る
後
遺
症
の
半
身
不
随
と
な

る
「
チ
ュ
ウ
キ
」
の
予
防
・

治
癒
等
の
カ
ミ
サ
マ
と
し
て

勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
会

津
町
新
郷
、
旧
会
津
高
田
町

内
等
に
も
青
麻
神
社
が
あ
り

ま
す
。

昭
和
村
で
は
、
青
麻
神
社

の
石
祠
が
下
中
津
川
に
あ

り
一
八
一
一
年
（
文
化
八

年
）に
建
造
し
た
も
の
で
す
。

チ
ュ
ウ
キ
の
ほ
か
、
機
織
り

の
カ
ミ
と
い
う
こ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
稲
荷

神
社
石
祠
と
並
ん
で
い
ま

す
。さ

て
、
隣
町
の
三
島
町
小

野
川
原
の
諏
訪
神
社
の
参
道

左
手
に
も
、
青
麻
大
権
現
と

い
う
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
八
月
八
日
に
現
地
調
査

を
し
て
確
認
し
ま
し
た
が
、

一
八
六
一
年
（
文
久
元
年
）

に
二
瓶
茂
八
と
い
う
人
が
建

て
た
も
の
で
す
。
小
野
川
原

の
人
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。さ

て
こ
の
青
麻
大
権
現
の

左
に
「
湯
殿
山
」「
白
湯
山
・

飯
豊
山
供
養
（
文
久
二
年
、

二
瓶
茂
八
）」
が
接
触
し
て

三
つ
並
ん
で
い
ま
す
。（
写

真
２
）

湯
殿
山
は
山
形
県
、
飯
豊

山
は
会
津
北
部
、
白
湯
山
は

那
須
山
系
で
、
昭
和
村
に
も

見
ら
れ
ま
す
。
山
岳
信
仰
の

石
碑
群
で
す
。

三
島
町
の
宮
下
・
大
登
・

小
野
川
原
・
柳
津
町
砂
子
原

（
西
山
村
の
中
心
地
）
は
歩

い
て
い
た
時
代
は
一
本
の
道

で
結
ば
れ
、
主
要
な
街
道
で

し
た
。
私
の
暮
ら
す
小
野
川

字
大
岐
の
集
落
か
ら
こ
の
小

野
川
原
に
縁
が
あ
る
家
が
二

軒
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

を
紹
介
し
ま
す
。

菅
家
亨
さ
ん
（
昭
和
一
三

年
生
）
は
琵
琶
首
（
柳
津
町
）

生
ま
れ
。
中
学
校
時
代
、
陸

上
競
技
の
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手

で
、砂
子
原
に
集
ま
っ
た
後
、

小
野
川
原
か
ら
大
登
を
経
て

宮
下
で
の
競
技
大
会
に
何
度

も
歩
い
た
峠
だ
っ
た
、
と
い

い
ま
す
。
亨
さ
ん
は
琵
琶
首

か
ら
大
岐
に
来
て
、
照
子
さ

ん
と
結
婚
し
ま
す
。

大
岐
生
ま
れ
の
菅
家
照
子

さ
ん
（
昭
和
一
七
年
生
）
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
、父
の
姉（
お

ば
さ
ん
）
が
嫁
い
だ
小
野
川

原
の
飯
塚
さ
ん
宅
に
一
週
間

ほ
ど
泊
ま
っ
て
、ヒ
ト
ナ
ツ
、

「
た
ば
こ
手
伝
い
」（
葉
タ
バ

コ
栽
培
の
手
伝
い
）を
し
た
、

と
い
い
い
ま
す
。
昭
和
二
〇

代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半

の
夏
休
み
の
こ
と
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
家
に
は
照

子
さ
ん
よ
り
、
ひ
と
つ
う
え

の
女
の
子
が
い
た
、
と
い
い

ま
す
。
大
き
な
座
敷
の
あ
る

家
で
、
役
宅
（
名
主
宅
）
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

照
子
さ
ん
の
父
の
喜
八
さ

ん
（
明
治
三
五
年
生
）
の
姉

の
ミ
ヨ
シ
さ
ん
が
、
小
野
川

原
の
飯
塚
家
に
嫁
ぎ
、
そ
の

縁
で
、
弟
で
あ
る
大
岐
の
喜

八
さ
ん
が
砂
子
原
に
あ
っ
た

尋
常
高
等
小
学
校
に
学
ぶ
た

め
に
、
姉
の
嫁
ぎ
先
に
寄
宿

し
た
そ
う
で
す
。
小
野
川
原

か
ら
砂
子
原
の
学
校
に
通
っ

た
の
で
す
。こ
の
飯
塚
家
は
、

現
在
は
茨
城
県
に
移
転
し
て

い
ま
す
。

小
野
川
原
に
は
い
ま
、
誰

も
、人
が
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。

(

写
真
３)

最
後
は
三
軒
で

暮
ら
し
、
人
び
と
は
大
登
や

宮
下
、
県
内
外
に
移
転
し
ま

し
た
。

草
刈
り
を
す
る
人
の
い
な

い
道
路
…
村
落
…
…
そ
こ
に

青
麻
大
権
現
が
あ
り
ま
し

た
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
33
回
～

▲ （写真１） 小野川原地形図

▲ ( 写真３) 現在の小野川原

▲ （写真２）青麻大権現
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 東京電力からのお知らせ
原子力損害にかかる法人および個人事業主さまの
損害賠償に関する「個別相談会」開催のご案内

弊社の福島第一および福島第二原子力発電
所の事故により大変なご迷惑とご心配をおか
けし、心より深くお詫び申し上げます。

本件事故により、昭和村で観光業、商工業、
サービス業、農林業等を営む法人および個人
事業者さまが被りました風評被害等による損
害賠償の仕組みや具体的な請求手続きについ
て、ご相談いただける「個別相談会」を開催
致しますので、ご案内申し上げます。

賠償請求に関するご疑問、お問い合わせ等
を個別にお受けする場でございます。ぜひこ
の機会をご利用いただきたいと存じます。

【お問い合わせ】  東京電力株式会社 福島補償相談室 ☎ 0120-926-404 受付時間：9 時～ 19 時
                        土日祝日：9 時～ 17 時

日 程    場      所   受付時間
10 月 6 日 ( 木 ) 昭和村商工会

         2 階
 11 時～ 15 時
  時間予約制11 月 10 日 ( 木 )

○予約専用電話番号：0242-24-0710
 （会津若松補償センター）

○予約受付時間：9 時～ 16 時
（土日祝祭日を除く開催日の前日 16 時まで）

※上記予定日でも事前予約がない場合は、   
    相談窓口を開設致しませんので、ご注意
    願います。
※上記日程以降については、改めてご案内

させて頂きます。

点検・整備ではじめよう、安心クルマ生活
あなたと家族の笑顔を守る点検・整備

～安全確保と環境保全には、クルマの点検整備が必要です～

自 動 車 点 検 整 備 推 進 運 動
重点実施期間 平成 28 年 9 月～ 10 月

国土交通省東北運輸局福島運輸支局 TEL 024(546)0342
福島県自動車適正使用推進協議会事務局 TEL 024(546)3451

～市町村圏整備組合廃棄物処理料金審議会委員を募集します～
組合の廃棄物処理に係る料金の適正化について、調査・審議を行います。
◆任期：管理者から諮問を受けた日から管理者へ答申するまでの期間
◆応募資格：満 20 歳以上。構成団体内（会津若松市、磐梯町、猪苗代町、会津坂下町、湯川村、
柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町）に住所を有し、現に構成団体内に居住し
ている方。構成団体の議会議員、職員でない方、廃棄物処理業に関連した会社等経営する
者又は従業員でない方。成年被後見人又は被保佐人でない方。以上の事項をすべて満たす
方。
◆定員：3 人（応募者多数の場合は抽選）原則として 1 人以上は女性とする。
◆応募方法：所定の申込書に必要事項を記入のうえ、環境センターへ直接持参するか郵送、
ファックス、電子メールにより提出する。
申込書は、環境センターに備え付ける。郵送を希望する場合は郵送することとする。また、
組合のホームページからのダウンロードでも入手可能
※申込締切日：平成 28 年 9 月 28 日（水）（必着）（郵送の場合は 9 月 27 日までの消印有効）
◆報酬：会議の都度、所定の報酬を支給
◆お問い合わせ：会津若松地方広域市町村圏整備組合 環境センター業務係

TEL ／ FAX 0242-27-9004 ホームページ http://www.aizu-kouiki.jp/
電子メール kankyou@aizu-kouiki.jp
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昭和 頭犯罪等 生状況
（平成 28 年 7 月末現在）

区分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空き巣ねらい 2
忍 び 込 み 1
事務所荒らし
出 店 荒 ら し 1
自 動 車 盗 み 1
オートバイ盗
自 転 車 盗 8
自販機ねらい
車 上 ね ら い 5
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 18 0
その他刑法犯等 50 1
全 刑 法 犯 68 1

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

まれます。
※上記発生件数は、平成 28 年 1 月 1 日から

の累計数になっています。

○救急の日って？
９（きゅう）９（きゅう）＝「救急」という語呂合わせでできた日で、この日を含む
１週間を「救急医療週間」（今年は９月４日～１０日）として、全国各地において救急
に関する様々な行事が実施されています。

○１１９番通報では何を話したらいいの？
なんて話をよく耳にします。家族が急に倒れた！家が火事になった！そんな時１１９
にどう電話したらいいか・・・お教えします！

昭和村では 7 月中、刑法犯の発生はありませんでした。
○債権を譲ってくれ 600 万円被害！ 会津若松

今年 5 月下旬、80 歳代女性宅に証券会社の社員を名乗る男から、「あな
た名義の債権を譲ってくれないか」などと電話があり、事務手続きの料金
として 6 月上旬まで 2 回にわたり計 200 万円を宅急便で送った。

その後、別会社の社員を名乗る男から「名義貸しは違反だ」などと電話が
あり、名義貸しを解消するためとして 1 千万円を要求され。4 回にわたり
計 400 万円を宅急便で送付してしまった。

○オレオレ詐欺 100 万円被害！ いわき

7 月下旬、60 歳代男性宅に、おいを名乗る男から、「バッグをコンビニ
でなくした。今日中に払わなければいけないお金も入っていた。百万円用
意してもらえないか」などと電話があった。男性は現金 100 万円を引き出
し、指定された自宅近くの路上で、おいの知人を名乗る男に現金を渡した
もの。

○宅配便やレターパックで現金を送るよう要求された。

○息子などが、「風邪で声が変わった」などと話して、お金を要求してきた。

などの行為は詐欺です。警察や家族等に相談してください。

◎ナンバーディスプレイサービスを活用し、知らない電話番号には出ない。
◎留守番電話機能を活用し、電話の相手を確認してから電話に出る。

などの方法を活用し被害を防止しましょう。

消防署からのお知らせ

警察署からのお知らせ

①住所
②どんな様子か
③お名前
④電話番号

火事・救急は 119 番      会津坂下消防署 昭和出張所
   ☎ 57-2119  http://www.119-aidu.jp/

・最低これだけ教えて頂ければ、私たちはとても助かります！
・特に住所が分かれば私たちは出動できます。番地が分からなけ
   れば、近くの目標となる建物でも OK です。

・外なら電柱や自動販売機に住所が書いてあります。
・後はこちらから質問するので安心して下さい！








